
　昨今、プログラム医療機器の研究開発、事業化を目指す動きが活発化しています。治療アプリをはじめデジタルセラ

ピューティクス（DTx）の薬事承認、保険適用、国内外における臨床現場での活用に関する話題にも注目が集まっています。

　本セミナーでは、2人の講師をお招きし、治療アプリの最新動向と、プログラム医療機器に関する規制の現状と今後の

課題についてご講演いただきます。

　高血圧症やニコチン依存症の治療アプリを展開する株式会社 CureApp 取締役で事業開発・推進本部統括の宮田 尚氏

からは、治療アプリがもたらす従来の治療法とは異なる治療の進化の可能性について、これまでの臨床試験、治験、リ

アルワールドでの活用を踏まえてお話いただきます。

　厚生労働省 医薬局 医療機器審査管理課 プログラム医療機器審査管理室 室長の飯島 稔氏からは、プログラム医療機器

の実用化を促進するための承認審査体制等を強化する厚生労働省の取り組みや、スマートフォン等を用いたプログラム

医療機器等に関する評価指標や承認事例などについて解説いただきます。

　ご関心ある皆様は、ぜひ、ご参加ください。

TEL:03-5201-7321 （平日9:00～17:00）Email : info@ikou-hub.tokyo
東京都医工連携HUB機構（受託事業者：日本コンベンションサービス株式会社）

お問合せ

以下のURLよりお申込みください。
お申込み

https://ikou-hub.tokyo/contents/event/

医工連携セミナー

参加費
無料

オンライン会議システムZoomを使用します

5   11.16 木令和 　年 16:00-18:00
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